
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水管が下端部に接続されていると共に貯湯している高温水を流出させる出湯管が上端
部に接続されている貯湯タンクと、この貯湯タンク内の湯水を高温に加熱する加熱手段と
、

前記貯湯タンクの前記出湯管よりも低い位置に接続され、中温水を前記貯湯タンクか
ら流出させるための中温水出湯管と、前記出湯管からの高温水と前記中温水出湯管からの
中温水を に混合す
る中温水混合弁と、前記中温水混合弁で混合された

湯と前記給水管から分岐された第１バイパス管からの低温水とを任意の第１給湯
設定温度に混合して第１給湯端から給湯させる第１混合弁と、前記中温水混合弁で混合さ
れた 湯と前記給水管から分岐された第２バ
イパス管からの低温水とを任意の第２給湯設定温度に混合して第２給湯端から給湯させる
第２混合弁とを備え、前記中温水混合弁で混合される任意の

を、前記第１給湯設定温度と前記第２給湯設定温度のうち高い方の温度より
一定温度高い温度とすることを特徴とする貯湯式給湯装置。
【請求項２】
　給水管が下端部に接続されていると共に貯湯している高温水を流出させる出湯管が上端
部に接続されている貯湯タンクと、この貯湯タンク内の湯水を高温に加熱する加熱手段と
、
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前記貯湯タンクの前記出湯管よりも低い位置に接続され、中温水を前記貯湯タンクか
ら流出させるための中温水出湯管と、前記出湯管からの高温水と前記中温水出湯管からの
中温水を に混合す
る中温水混合弁と、前記中温水混合弁で混合された

湯と前記給水管から分岐された第１バイパス管からの低温水とを任意の第１給湯
設定温度に混合して第１給湯端から給湯させる第１混合弁と、前記中温水混合弁で混合さ
れた 湯と前記給水管から分岐された第２バ
イパス管からの低温水とを任意の第２給湯設定温度に混合して第２給湯端から給湯させる
第２混合弁とを備え、前記中温水混合弁で混合される

、一方の給湯端からの給湯の場合はこの一方の給湯設定温度より一定温度高い温
度とし、両方の給湯端からの同時給湯の場合は前記第１給湯設定温度と前記第２給湯設定
温度のうち高い方の温度より一定温度高い温度とすることを特徴とする貯湯式給湯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は貯湯タンク内の湯水を熱源とする熱交換器を備えた貯湯式給湯装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりこの種のものにおいては、本願出願人による特願２００２－３９４７８号に開
示されるように貯湯タンク内に貯湯された高温水を取り出して暖房やふろの追焚きの熱源
として用いるものが提案されており、熱交換によって温度低下した中温水が貯湯タンク内
に戻されると共に、貯湯タンクの中間部からこの中温水を取り出して給湯に用いるものが
あった。そして、この中温水は貯湯タンク上部からの高温水と合流し給湯設定温度以上の
温度に混合されて給湯されるものであった。
【０００３】
　なお、このような従来の貯湯式給湯装置にかかる公知の刊行物を本願出願人は発見する
ことができないが、貯湯タンク内に貯湯された高温水を熱源として暖房を行うものとして
例えば特許文献１が挙げられる。
【特許文献１】特許２６６３６３７号（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この従来のものは、給湯混合弁の下流側で複数の給湯端に分岐して接続され、
各給湯端にて任意に給湯設定温度が設定されるものであったが、場所によって異なる給湯
設定温度の給湯要求があった場合に、何れか１つの給湯設定温度の湯しか給湯することが
できないものであった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そこで、本発明はこれらの課題を解決するために、給水管が下端部に接続されていると
共に貯湯している高温水を流出させる出湯管が上端部に接続されている貯湯タンクと、こ
の貯湯タンク内の湯水を高温に加熱する加熱手段と、

前記貯湯タンクの前記出湯管より
も低い位置に接続され、中温水を前記貯湯タンクから流出させるための中温水出湯管と、
前記出湯管からの高温水と前記中温水出湯管からの中温水を

に混合する中温水混合弁と、前記中温水混合弁
で混合された 湯と前記給水管から分岐され
た第１バイパス管からの低温水とを任意の第１給湯設定温度に混合して第１給湯端から給
湯させる第１混合弁と、前記中温水混合弁で混合された

湯と前記給水管から分岐された第２バイパス管からの低温水とを任意の第２
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給湯設定温度に混合して第２給湯端から給湯させる第２混合弁とを備え、前記中温水混合
弁で混合される任意の を、前記第１給湯設定温
度と前記第２給湯設定温度のうち高い方の温度より一定温度高い温度とするようにした。
【０００６】
　また、請求項２では、給水管が下端部に接続されていると共に貯湯している高温水を流
出させる出湯管が上端部に接続されている貯湯タンクと、この貯湯タンク内の湯水を高温
に加熱する加熱手段と、

前記貯湯タンクの前記出湯管よりも低い位置に接続され、中温
水を前記貯湯タンクから流出させるための中温水出湯管と、前記出湯管からの高温水と前
記中温水出湯管からの中温水を

に混合する中温水混合弁と、前記中温水混合弁で混合された
湯と前記給水管から分岐された第１バイパス管からの低温

水とを任意の第１給湯設定温度に混合して第１給湯端から給湯させる第１混合弁と、前記
中温水混合弁で混合された 湯と前記給水管
から分岐された第２バイパス管からの低温水とを任意の第２給湯設定温度に混合して第２
給湯端から給湯させる第２混合弁とを備え、前記中温水混合弁で混合される

、一方の給湯端からの給湯の場合はこの一方の給湯設定温
度より一定温度高い温度とし、両方の給湯端からの同時給湯の場合は前記第１給湯設定温
度と前記第２給湯設定温度のうち高い方の温度より一定温度高い温度とするようにした。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の請求項１によれば、 その時々の任意の給湯設定温度
に応じて中温水を可能な限り多く使って給湯を行うことができ、しかも複数の給湯端から
同時給湯の要求がある時であっても、中温水を有効に使いつつ、各々の設定温度の湯を同
時に給湯できるものであり、高温水を無駄に使用することを抑制することができるもので
ある。
【０００８】
　また、請求項２によれば、 その時々の任意の給湯設定温度に
応じて中温水を可能な限り多く使って給湯を行うことができ、給湯が行われていない側の
給湯設定温度が高い場合であっても、中温水混合弁で混合される任意の所定温度を、給湯
設定温度の実際に給湯されている側の給湯設定温度よりも一定温度高い温度としているの
で、中温水を可能な限り多く使って給湯を行うことができると共に、複数の給湯端から同
時給湯の要求がある時であっても、中温水を有効に使いつつ、各々の設定温度の湯を同時
に給湯できるもので、高温水を無駄に使用することを抑制できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　次に、本発明の一実施形態の貯湯式給湯装置を図１～図１０に基づき説明する。なお、
図２～図１０中の貯湯タンク内にハッチングした斜線は低温水、二重斜線は中温水、三重
斜線は高温水を示し、矢印は湯水の流れ方向を示すものである。
【００１０】
　この貯湯式給湯装置は、時間帯別契約電力の電力単価が安価な深夜時間帯に湯水を沸き
上げて貯湯し、この貯湯した湯水を給湯に用いるもので、１は湯水を貯湯する貯湯タンク
２を備えた貯湯タンクユニット、３は貯湯タンク内の湯水を加熱するヒートポンプユニッ
ト、４は台所や洗面所等に設けられた第１給湯端たる給湯栓、５はこの給湯栓４の近傍に
設けられた給湯リモコン、６は浴槽、７は浴室に設けられたふろリモコンである。
【００１１】
　前記貯湯タンクユニット１の貯湯タンク２は、上端に出湯管８と、下端に給水管９とが
接続され、さらに、下部にヒーポン往き管１０と、上部にヒーポン戻り管１１とか接続さ
れ、前記ヒートポンプユニット３によってヒーポン往き管１０から取り出した貯湯タンク
２内の湯水を沸き上げてヒーポン戻り管１１から貯湯タンク２内に戻して貯湯され、給水
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管９からの給水により貯湯タンク２内の湯水が押し上げられて貯湯タンク２内上部の高温
水が出湯管８から押し出されて給湯されるものである。
【００１２】
　前記ヒートポンプユニット３は、圧縮機１２と凝縮器としての冷媒－水熱交換器１３と
電子膨張弁１４と強制空冷式の蒸発器１５で構成された加熱手段としてのヒートポンプ回
路１６と、貯湯タンク２内の湯水を前記ヒーポン往き管１０およびヒーポン戻り管１１を
介して冷媒－水熱交換器１３に循環させるヒーポン循環ポンプ１７と、それらの駆動を制
御するヒーポン制御部１８とを備えており、ヒートポンプ回路１６内には冷媒として二酸
化炭素が用いられて超臨界ヒートポンプサイクルを構成しているものである。なお、冷媒
に二酸化炭素を用いているので、低温水を電熱ヒータなしで約９０℃の高温まで沸き上げ
ることが可能なものである。
【００１３】
　ここで、前記冷媒－水熱交換器１３は冷媒と被加熱水たる貯湯タンク２内の湯水とが対
向して流れる対向流方式を採用しており、超臨界ヒートポンプサイクルでは熱交換時にお
いて冷媒は超臨界状態のまま凝縮されるため効率良く高温まで被加熱水を加熱することが
でき、被加熱水の冷媒－水熱交換器１３入口温度と冷媒の出口温度との温度差が一定にな
るように前記減圧器１４または圧縮機１２を制御することで、被加熱水の冷媒－水熱交換
器１３の入口温度が５～２０℃程度の低い温度であるとＣＯＰ（エネルギー消費効率）が
３．０以上のとても良い状態で被加熱水を加熱することが可能なものである。
【００１４】
　１９は前記浴槽６の湯水を加熱するための熱交換器で、その一次側には貯湯タンク２上
部に接続された高温水往き管２０と貯湯タンク２下部に接続された中温水戻り管２１とが
接続されて熱交循環回路２２を構成し、中温水戻り管２１途中に設けられた熱交循環ポン
プ２３の作動により貯湯タンク２から取り出した高温水を熱交換器１９に循環させ、熱交
換により温度低下した中温水を再び貯湯タンク２内に戻すものである。
【００１５】
　前記熱交換器１９の二次側には、浴槽６の湯水を循環可能にふろ往き管２４とふろ戻り
管２５より構成されるふろ循環回路２６が接続され、ふろ戻り管２５途中に設けられたふ
ろ循環ポンプ２７の作動により浴槽６の湯水が熱交換器１９に循環されて、一次側の高温
水により加熱されて浴槽６内の湯水の保温あるいは追焚きが行われるものである。なお、
２８はふろ戻り管２５を循環する浴槽６の湯水の温度を検出するふろ温度センサである。
【００１６】
　次に、２９は前記中温水戻り管２１より高く前記出湯管８より低い貯湯タンク２の中間
位置に接続された中温水出湯管で、前記熱交換器１９で二次側と熱交換して温度低下した
中温水を貯湯タンク２から出湯するものである。
【００１７】
　３０は、前記中温水出湯管２９の下流に設けられた中温水混合弁で、貯湯タンク２中間
位置付近の中温水と貯湯タンク２上端に接続された出湯管８からの高温水とを、その下流
の第１出湯管３１に設けた出湯温度センサ３２で検出する湯温が、給湯リモコン５または
ふろリモコン７でユーザーが設定した給湯設定温度（第１給湯設定温度）またはふろ設定
温度（第２給湯設定温度）より一定温度（例えば５℃）高い温度である任意の所定温度に
なるように混合比率を制御するものである。
【００１８】
　ここで、前記中温水出湯管２９は出湯口切換弁３３を介して貯湯タンク２の中間位置の
上下に設けられた第１中温水出湯口３４と第２中温水出湯口３５に接続され、何れか一方
の出湯口から貯湯タンク２の中間位置付近に貯められている中温水を中温水混合弁３０に
向けて出湯するものであり、下方の第１中温水出湯口３４より少し下方の貯湯タンク２側
面に設けられた中温水温度センサ３６の検出する温度に応じて出湯口切換弁３３を切換え
るようにしている。
【００１９】
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　次に、３７は第１出湯管３１からの湯水と給水管９から分岐された第１バイパス管３８
からの低温水を混合する電動ミキシング弁より構成された給湯混合弁（第１混合弁）であ
り、その下流の給湯管３９に設けた給湯温度センサ４０で検出した湯温が給湯リモコン５
またはふろリモコン７でユーザーが設定した給湯設定温度になるように混合比率を制御す
るものである。
【００２０】
　また、４１は前記第１出湯管３１から分岐された第２出湯管４２からの湯水と、給水管
９から分岐された第２バイパス管４３からの低温水とを混合する電動ミキシング弁より構
成されたふろ混合弁（第２混合弁）であり、その下流側の前記ふろ循環回路２６に連通さ
れた第２給湯端たる湯張り管４４に設けた湯張り温度センサ４５で検出した湯温がふろリ
モコン７でユーザーが設定したふろ設定温度になるように混合比率を制御するものである
。
【００２１】
　そして、前記湯張り管４４には、ふろ循環回路２６を介した浴槽６への湯張りの開始／
停止を行う湯張り弁４６と、浴槽６への湯張り量をカウントするふろ流量カウンタ４７が
設けられているものである。
【００２２】
　次に、４８は貯湯タンク２の上下方向に複数個配置された貯湯温度センサで、この貯湯
温度センサ４８が検出する温度情報によって、貯湯タンク２内にどれだけの熱量が残って
いるかを検知し、そして貯湯タンク２内の上下方向の温度分布を検知するものである。
【００２３】
　前記給湯リモコン５およびふろリモコン７には、給湯設定温度（第１給湯設定温度）を
設定する給湯温度設定スイッチ４９、５０、およびふろ設定温度（第２給湯設定温度）を
設定するふろ温度設定スイッチ５１、５２がそれぞれ設けられていると共に、浴槽６へふ
ろ設定温度（第２給湯設定温度）の湯をふろリモコン７の湯張り量設定スイッチ（図示せ
ず）で設定された湯張り量だけ湯張りし所定時間保温させるふろ自動スイッチ５３、５４
がそれぞれ設けられているものである。
【００２４】
　５５は貯湯タンクユニット１内の各センサの入力を受け各アクチュエータの駆動を制御
するマイコンを有した給湯制御部である。この給湯制御部５５に前記給湯リモコン５およ
びふろリモコン７が無線または有線により接続されユーザーが任意の給湯設定温度（第１
給湯設定温度）およびふろ設定温度（第２給湯設定温度）を設定できるようにしているも
のである。
【００２５】
　なお、５６は貯湯タンク２の過圧を逃す過圧逃し弁、５７は給水の温度を検出する給水
温度センサ、５８は給水の圧力を減圧する減圧弁、５９は給湯する湯水の量をカウントす
る給湯流量カウンタである。
【００２６】
　次に、この一実施形態の作動を説明する。
　まず、図２に示す沸き上げ運転について説明すると、深夜電力時間帯になって貯湯温度
センサ４８が貯湯タンク２内に翌日に必要な熱量が残っていないことを検出すると、給湯
制御部５５はヒーポン制御部１８に対して沸き上げ開始指令を発する。指令を受けたヒー
ポン制御部１８は圧縮機１２を起動した後にヒーポン循環ポンプ１７を駆動開始し、貯湯
タンク２下部に接続されたヒーポン往き管１０から取り出した５～２０℃程度の低温水を
冷媒－水熱交換器１３で７０～９０℃程度の高温に加熱し、貯湯タンク２上部に接続され
たヒーポン戻り管１１から貯湯タンク２内に戻し、貯湯タンク２の上部から順次積層して
高温水を貯湯していく。貯湯温度センサ４８が必要な熱量が貯湯されたことを検出すると
、給湯制御部５５はヒーポン制御部１８に対して沸き上げ停止指令を発し、ヒーポン制御
部１８は圧縮機１２を停止すると共にヒーポン循環ポンプ１７も停止して沸き上げ動作を
終了するものである。
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【００２７】
　次に、図３に示す給湯運転について説明すると、給湯栓４を開くと、給水管９からの給
水が貯湯タンク２内に流れ込む。そしてこのとき、貯湯タンク２内の中温水温度センサ３
６の位置には沸き上げられた高温水が貯められているので、中温水温度センサ３６は所定
値以上の温度を検出し、給湯制御部５５によって中温水切換弁３３が下側の第１中温水出
湯口３４側に切換えられて、第１中温水出湯口３４から中温水出湯管２９を介して中温水
混合弁３０へ高温水が押し出される。なお、貯湯タンク２内には上部に高温水、下部に低
温水が貯められているが、その温度差により比重差が発生し、温度境界層を形成して比重
の軽い高温水が上部に、比重の重い低温水が下部に位置するので、互いに混じり合うこと
はないものである。
【００２８】
　ここで、給湯制御部５５は中温水出湯管２９からの湯水と出湯管８からの湯水を混合し
て中温水混合弁３０にて給湯リモコン５またはふろリモコン７で設定された給湯設定温度
（第１給湯設定温度）より一定温度以上高い温度となるように中温水混合弁３０を適当な
比率に調整する。なお、ここでは、中温水出湯管２９から流入する湯が高温で給湯設定温
度（第１給湯設定温度）より高いため、中温水混合弁３０の出湯管８側を閉じることとな
る。
【００２９】
　そして、中温水混合弁３０から流出した湯は第１出湯管３１を介して給湯混合弁（第１
混合弁）３６へ流入し、第１バイパス管３８からの低温水と混合され、給湯制御部５５が
給湯混合弁（第１混合弁）３６の混合比率を調整し給湯設定温度（第１給湯設定温度）の
湯が給湯栓４から給湯される。そして、給湯栓４の閉止によって給湯が終了するものであ
る。
【００３０】
　ここで、中温水温度センサ３６が所定値以下の温度を検出すると、図４に示すように給
湯制御部５５が出湯口切換弁３３を上側の第２中温水出湯口３５側に切換え、第２中温水
出湯口３５から高温水を出湯するようにしている。よって、下側の第１中温水出湯口３４
付近に高温水あるいは中温水が貯められている場合には第１中温水出湯口３４から出湯し
、第１中温水出湯口３４付近に給水管９からの低温水が貯められている場合は第２中温水
出湯口３５から出湯されることとなり、貯湯タンク２内の中温水を余すことなく給湯に用
いることが可能となるものである。
【００３１】
　また、前記中温水混合弁３０は給湯設定温度（第１給湯設定温度）よりも一定温度以上
高い温度の湯を第１出湯管３１に供給するようにしているので、第１中温水出湯口３４お
よび第２中温水出湯口３５から出湯する湯水の温度が給湯設定温度（第１給湯設定温度）
よりも低い場合は、図５に示すように給湯制御部５５により中温水混合弁３０の混合比率
が調整されて出湯管８からの高温水を用いて給湯設定温度（第１給湯設定温度）よりも一
定温度高い温度の湯を第１出湯管３１に供給するようにし、貯湯タンク２の中間位置から
の出湯を優先し、貯湯タンク２の上部に貯められている高温水の使用を最小限に留め、熱
源となる高温水をより多く確保することが可能となる。
【００３２】
　次に、図６に示す浴槽６への湯張り運転について説明すると、給湯リモコン５またはふ
ろリモコン７のふろ自動スイッチ５３、５４の何れかが操作されると、給湯制御部５５が
湯張り弁４６を開弁する。そして、給水管９からの給水が貯湯タンク２内に流れ込む。そ
してこのとき、貯湯タンク２内の中温水温度センサ３６の位置には沸き上げられた高温水
が貯められているので、中温水温度センサ３６は所定値以上の温度を検出し、給湯制御部
５５によって中温水切換弁３３が下側の第１中温水出湯口３４側に切換えられて、第１中
温水出湯口３４から中温水出湯管２９を介して中温水混合弁３０へ高温水が押し出される
。
【００３３】
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　ここで、給湯制御部５５はふろ自動スイッチ５３、５４の入力を受けると、中温水出湯
管２９からの湯水と出湯管８からの湯水を混合して中温水混合弁３０にて給湯リモコン５
またはふろリモコン７で設定されたふろ設定温度（第２給湯設定温度）より一定温度以上
高い温度となるように中温水混合弁３０を適当な比率に調整するようにしている。なお、
ここでは、中温水出湯管２９から流入する湯が高温でふろ設定温度（第２給湯温度）より
高い温度であるため、中温水混合弁３０の出湯管８側を閉じることとなる。
【００３４】
　そして、中温水混合弁３０から流出した湯は第１出湯管３１を介して第２出湯管４２へ
出湯される。そして第２出湯管４２からの高温水はふろ混合弁（第２混合弁）４１へ流入
し、第２バイパス管４３からの低温水と混合され、給湯制御部５５がふろ混合弁（第２混
合弁）４１の混合比率を調整し、ふろ設定温度（第２給湯設定温度）の湯が湯張り管４４
からふろ循環回路２６を介して浴槽６へ湯張りされる。ここで、中温水温度センサ３６が
所定値以下の温度を検出すると、図４で説明した給湯動作の場合と同じく給湯制御部５５
が出湯口切換弁３３を上方の第２中温水出湯口３４側に切換え、第２中温水出湯口３４か
ら高温水を出湯するようにしている。
【００３５】
　そして、湯張り管４４途中に設けられたふろ流量カウンタ４７が所定の湯張り量をカウ
ントすると給湯制御部５５が湯張り弁４６を閉弁して湯張り運転を終了し、中温水混合弁
３０での任意の混合温度を給湯設定温度（第１給湯設定温度）よりも一定温度高い温度と
なるようにするものである。
【００３６】
　次に、図７に示すふろの保温運転あるいは追焚き運転について説明すると、前記の浴槽
６への湯張り運転に引き続き、給湯制御部５５は一定時間毎にふろ循環ポンプ２７を駆動
し、浴槽６内の湯温をふろ温度センサ２８により検出する。そしてふろ温度センサ２８の
検出する温度がふろ設定温度（第２給湯設定温度）より所定値以上低下していると、給湯
制御部５５は熱交循環ポンプ２３およびふろ循環ポンプ２６を駆動開始し、高温水往き管
２０から取り出した高温水を熱交換器１９に流入させ、二次側の浴槽水と熱交換させふろ
の保温運転あるいは追焚き運転を行う。そして、熱交換により温度低下した中温水が中温
水戻り管２１を介して貯湯タンク２下部に戻り、高温水と入れ替わる形で高温水と中温水
の境界面を押し上げるようにして中温水が貯湯されるものである。なお、貯湯タンク２内
には上部に高温水、中間部に中温水、下部に低温水が貯められているが、その温度差が２
０℃程度あれば比重差が発生し、温度境界層を形成して比重の軽い高温水が上部に、中間
の中間水が中間部に、比重の重い低温水が下部に位置するので、互いに混じり合うことは
ないものである。
【００３７】
　そして、二次側では、熱交換器１９にて加熱された浴槽水が浴槽６へ戻って浴槽６内を
昇温し、ふろ温度センサ２８で検出する温度がふろ設定温度（第２給湯設定温度）に達す
ると、給湯制御部５５は熱交循環ポンプ２３およびふろ循環ポンプ２６を駆動停止して保
温運転あるいは追焚き運転を停止する。
【００３８】
　次に、貯湯タンク２内に中温水が貯められた後の給湯運転について説明する。図８に示
すように、第１中温水出湯口３４付近に中温水が貯められて中温水温度センサ３６が中温
水を検出している場合は、出湯口切換弁３３は第１中温水出湯口３４側に切換えられ、給
湯混合水栓３の開栓により、給水管９からの給水が貯湯タンク２内に流れ込むと同時に、
第１中温水出湯口３４から中温水が押し出されて中温水出湯管２９を介して中温水混合弁
３０へ流入する。
【００３９】
　ここで、第１中温水出湯口３４から押し出される湯水の温度が給湯設定温度（第１給湯
設定温度）よりも低い場合は、中温水混合弁３０の混合比率が調整されて貯湯タンク２上
端部の出湯管８からの高温水と混合されて給湯設定温度より一定温度高い温度の湯を供給
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するようにしている。
【００４０】
　そして、中温水混合弁３０から流出した湯は第１出湯管３１を介して給湯混合弁（第１
混合弁）３６へ流入し、第１バイパス管３８からの低温水と混合され、給湯制御部５５が
給湯混合弁（第１混合弁）３６の混合比率を調整し給湯設定温度（第１給湯設定温度）の
湯が給湯栓４から給湯される。そして、給湯栓４の閉止によって給湯が終了するものであ
る。
【００４１】
　ここで、中温水温度センサ３６が所定値以下の温度を検出すると、図９に示すように、
給湯制御部５５が出湯口切換弁３３を上側の第２中温水出湯口３５側に切換え、第２中温
水出湯口３５から高温水を出湯するようにしている。よって、下側の第１中温水出湯口３
４付近に高温水あるいは中温水が貯められている場合には第１中温水出湯口３４から出湯
し、第１中温水出湯口３４付近に給水管９からの低温水が貯められている場合は第２中温
水出湯口３５から出湯されることとなり、貯湯タンク２内の中温水を余すことなく給湯に
用いることが可能となるものである。
【００４２】
　また、前記中温水混合弁３０は給湯設定温度（第１給湯設定温度）よりも一定温度以上
高い温度の湯を第１出湯管３１に供給するようにしているので、第１中温水出湯口３４お
よび第２中温水出湯口３５から出湯する湯水の温度が給湯設定温度（第１給湯設定温度）
よりも低い場合は、給湯制御部５５により中温水混合弁３０の混合比率が調整されて出湯
管８からの高温水を用いて給湯設定温度（第１給湯設定温度）よりも一定温度高い温度の
湯を第１出湯管３１に供給するようにし、貯湯タンク２の中間位置からの出湯を優先し、
貯湯タンク２の上部に貯められている高温水の使用を最小限に留め、熱源となる高温水を
より多く確保することが可能となる。
【００４３】
　次に、図１０に示す給湯動作中に湯張り運転が開始されるかまたは湯張り運転中に給湯
動作が開始される同時給湯時は、給湯制御部５５が給湯設定温度（第１給湯設定温度）と
ふろ設定温度（第２給湯設定温度）を比較し、高い方の温度よりも一定温度高い温度を中
温水混合弁３０での任意の所定温度とするようにしている。
【００４４】
　このように、その時々の任意の給湯設定温度に応じて熱源として利用した中温水を可能
な限り多く使って給湯を行うことができ、給湯が行われていない側の給湯設定温度が高い
場合であっても、中温水混合弁で混合される任意の所定温度を、給湯設定温度の実際に給
湯されている側の給湯設定温度よりも一定温度高い温度としているので、中温水を可能な
限り多く使って給湯を行うことができると共に、複数の給湯端から同時給湯の要求がある
時であっても、中温水混合弁３０が高い方の設定温度よりも一定温度高い温度の湯を出湯
するので、中温水を有効に使いつつ各々の設定温度の湯を同時に給湯できるもので、熱源
となる高温水を無駄に使用することを抑制して熱源としての能力を多く確保できるもので
ある。
【００４５】
　なお、前記中温水戻り管２１は貯湯タンク２最下端の給水管９および下部のヒーポン往
き管１０よりも高い位置に接続されているため、貯湯タンク２内に熱源として使われた中
温水が戻されても、給湯の使用により貯湯タンク２下端から給水管からの低温水が流入す
ることで貯湯タンク２の最下端には低温水が確保されることとなり、次回の沸き上げの際
には必ず低温水から沸き上げることができるという効果がある。
【００４６】
　また、第１中温水出湯口３４および第２中温水出湯口３５が中温水戻り管２１よりも高
い位置に設けられているので、中温水戻り管２１と第１中温水出湯口３４および第２中温
水出湯口３５との間にある程度の容量を確保でき、熱交換器１９で温度低下した中温水を
その容量分だけ一時的に貯めておくことができることとなり、中温水出湯管２９から出湯
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させることができない中温水を極力少なくすることができるもので、しかも、第１中温水
取出し口３４及び第２中温水取出し口３５を上下に設けているため、下側の第１中温水取
出し口３４よりも上に中温水が貯められても、上側の第２中温水取出し口３５で中温水を
出湯させることができ、熱源として利用されてできた中温水を貯湯タンク２内に無駄に貯
めてしまうことなく給湯に有効に利用することができる。
【００４７】
　ここで、もし中温水戻り管２１と第１中温水出湯口３４または第２中温水出湯口３５と
が同じ高さにあった場合には、中温水が中温水戻り管２１より高い位置に貯められてしま
う場合があり、これを中温水戻り管２１と同じ高さにある第１中温水出湯口３４または第
２中温水出湯口３５から取り出すことができないため、中温水が発生すると全く同時にこ
の中温水を給湯に用いる必要があり、さもなければ多量に給湯を行って中温水が貯湯タン
ク２上端部に接続された出湯管８にまで押し上げられるまで貯湯タンク２内に中温水が貯
湯されてしまうこととなる。しかし、この一実施形態では上記のように中温水戻り管２１
よりも高い位置に第１中温水出湯口３４または第２中温水出湯口３５が設けられているた
め、この高さの差分の容量だけ中温水の発生から利用までの容量的あるいは時間的余裕が
でき、中温水をある程度の容量分発生させてから時間的間隔をおいて給湯を行っても中温
水を給湯に用いることができる効果がある。
【００４８】
　このように、給湯の際に熱源として利用された中温水を高温水よりも優先して貯湯タン
ク２の途中から取り出して給湯するので、高温水を給湯しきるまで中温水を給湯できない
と行った不具合がなく、給湯を行う度に貯湯タンク２内の中温水が減って給水管９からの
低温水に入れ替わって、深夜の沸き上げ動作を行う時には沸き上げ効率の悪い中温水では
なく、温度の低い低温水をヒートポンプ回路１６で沸き上げることとなり、沸き上げの効
率が向上しヒートポンプ式給湯装置としてのＣＯＰ（エネルギー消費効率）が良くなるも
のである。
【００４９】
　なお、この一実施形態では、熱交換器１９と熱交循環ポンプ２３とふろ循環ポンプ２７
とを貯湯タンクユニット１内に設けているが、貯湯タンクユニット１とは別体のユニット
体に設けるようにしても良く、本発明の要旨を変更しない範囲での実施形態の変更をする
ことを妨げるものではない。
【００５０】
　また、この一実施形態では、熱交換器１９の二次側にふろ循環回路２６を設けているが
、床暖房パネルや温水式温風暖房器や温水式パネルコンベクタ、温水式パネルラジエータ
等の暖房循環回路を設けても良く、要は貯湯タンク１６内の高温水の熱を熱交換器１９で
熱交換して利用する熱機器であれば何でも良いものである。
【００５１】
　さらに、貯湯タンク２内の湯水を加熱する手段としてヒートポンプ回路１６を例示して
いるが、これに限られず、貯湯タンク２内に直接配置した電熱ヒータや、貯湯タンク２内
の湯水を循環させて電熱ヒータで加熱するようにしても良いものである。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態の概略構成図。
【図２】同一実施形態の沸き上げ運転の作動を説明する図。
【図３】同一実施形態の給湯運転の作動を説明する図。
【図４】同一実施形態の給湯運転の作動を説明する図。
【図５】同一実施形態の給湯運転の作動を説明する図。
【図６】同一実施形態の湯張り運転の作動を説明する図。
【図７】同一実施形態の保温／追焚き運転の作動を説明する図。
【図８】同一実施形態の貯湯タンク内に中温水が存在する場合の給湯運転の作動を説明す
る図。
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【図９】同一実施形態の貯湯タンク内に中温水が存在する場合の給湯運転の作動を説明す
る図。
【図１０】同一実施形態の貯湯タンク内に中温水が存在する場合の給湯／湯張り同時運転
の作動を説明する図。
【符号の説明】
【００５３】
　２　貯湯タンク
　４　給湯栓（第１給湯端）
　８　出湯管
　９　給水管
１６　ヒートポンプ回路（加熱手段）
２９　中温水出湯管
３０　中温水混合弁
３７　給湯混合弁（第１給湯混合弁）
３８　第１バイパス管
４１　ふろ混合弁（第２給湯混合弁）
４３　第２バイパス管
４４　湯張り管（第２給湯端）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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